
る0--･ホソザルの郡九の統令原理の 1つとして爪耶位制が

あげられるが,抑 制IIA札とくにそのおとなのメスの

JHJでは,非偶に大きなポピーレ-シBソ ･サイズのた

め,mltの'mTl斑知な併収としたnVi位がidll'1'の耶れと川

じように成 り立っているとは埠えに くい｡また,皿'Ilt'の

群れで考えられるような胴体nり関係から群れの統合を仰

nJ]することは悶封F.である｡そこで,この群れのおとなの

メスの問の)tn位関係を調べることによって,この群れの

統合の問題の郎明に新手し,また-紗 こ順位が群れの統

合に穴している役'!;11を分析しようと試みた.

珊:Jl.a, 郡̂のおとなのメスのうち個体識別を行なっ

た 140硯のrJ'T)のm位テストを行ない,B群では40頭のお

となのメス関のIW1位テス トを行なった. また血縁関係

を抑定す るために, おとな のメス同士で祝祭された,

Fr00rning.作の接触を行なった何体関係,改野的交抄に

おける協力のケースを企て氾放した｡まだ十分な分析は

行なってはいないが.以下にhf.･.火な列氾する｡①おとな

のメスの各仰 †:についてmLi位がはば呼しく僅gJlなつけら

れない相手佃休は, 札̂ 13郡とも約100/o相成は見られ

た｡③Jln位が称しい (または不安斑な)仰附W係が見ら

れた理由の 1つは,卿 J'ELたメスが.そ うでない状lAiの

ときよりも段位にふるまうのが見られたことである｡◎

血縁関係があると推定される何体nLnでは,ほぼ同じよう

な順位に位置するのがみられた｡

以上,A群,B群ともに,おとなのメスのr川ではある

程度の不安定な順位関係が見られたが,花村LLたメスに

よる影野のない非交尾期に今一度順位テス トを行なう必

要がある｡

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理学的研究

ニホンザル脳の老年変化l)

難汲 益之 (岐大 ･医)

ニホソザルの脳に見られた老年変化については,すで

に難汲らの報告があるが,老年変化の1つであるマ1)ネ

スコ小体,老人斑の分れ 微細耶辺については従来報位

がない｡

ニホソザルの隅の老人仙 ま終脳皮TItJjT3-r'脚 こ庇も

多いが,ml朋,時に髄J門にも見られる.終脳ではmIj.四

･lBI札 GI桃核,･7;円犬札 側iJ椚田に見られ,ヒトのそれと

ほぼ同じ分和を示す.光跡では核とそれを摂 りまく挺,

冠から成るもの.原始老人H.附I.･7;'Bを77:･すものが見られ

る｡老人班に接した血筋蛇がその核とhl】じ淡色性 (メク

タロ11ジー)なBL,lTll幣との関係で興味ある像が見ら

れ九oTE折柄辻では,核は太さ90､100Aの抑線維の担

郊な交錯から成 り,アミtlイドの桐造に一致する｡この

アミロイドはその周辺部の神経突起,グリア突起間に放

射状に拡がっており,限界膜は認められない｡

ニホソザルの黒質神経細胞核内に出現するマ1)ネスコ

小附 ま乍E疏下で4型の炉型があり,それぞれの微細耶辻

は以下の3nりである｡I迅 ;-nj:径200-450Aのm粒のJj!

合件o1t型 ;Ⅰ型の一部に流行1(氾-200Aのm相の帝･yi
したT)ソグ状部分をもつoTlt犯 ',Tl刑に見られるリソグ

状部分が叩独で1(-･在する｡Ⅳ迅 ;rh50-100Aの線維が

線維東を形収し,IAll.の中央.LT15をrtいて光る.粗放化'III:

的には.UtF'_lrJと色に陽性で,ペプシソおよび トt)ブシソ

に刑化されるがl)ポヌクレアーゼには形坪を受けないo

対mとして比校したヒトのマ1)ネスコ小作もTtiWt下で同

1)池m研二 ･幻m絞(以上 岐大 ･医)との共同研究.

じ研型と形.QB.な和するが,桝成繋訳であるTl'l相の大きさ

はニホソザルに比しやや小さいo組純化学的にもほぼ同

所見をilF7TLL,耶成成分は抗日Tfである｡

小脳-視床一適合預投射の栂能に関す る研究2)

佐々木和夫 (京大 ･医)

軽いネソプクール妹軒下のアカ〆1)･'ルな用いて,小月絹

枝の叩一花気刺批により大脳Lkhilに禿呪する応芥を比TI

茨両の和犬花押と皮TfrJlに刺入したガラス微小花押によ

り分析した｡-.1'郡のり湖 では.祝脚 こも刺放ILtI稀を定位

的に挿入し,小脳核刺故とのr叩迎において皮Ti応芥の抽

話寸を試みた.主なもfi-nミほ次の如 くである.

1) 小脳核の刺i馴こより大隅比TIに現れる応料 t,運動

侃(節4及び 6TP･)とmLm灘iL!令例 (卯5野)に択nl7)し

ている.筏者は97･;-i;･叩により瓜近ネコで兄ILほ れた応答

に対応するものである｡

2) 運動領に現れる応答は主として反対側′川削.位核と

外側核刺撤により苑現し.抑 こ外側核刺故により運動餌

の下部 (外側珊)に軟く現れる.小脳内側核の影野は反

対側運動何上部に現れるが,あまり著明でないことも多

い.野iFl柴の応料 土中附内側核刺故により発現し,刺激

と反対側に智明であるが,同側にも認められる｡

3) 微小TE梅による大脳皮質屑的フィール ド電位の分析

により,運動領に現れる小脳外側核からの応答はm岬約

3msecの衷屑陰性変動であり, 茨両から1,CKX)～1,500/i

の附近で陽性に逆転する変累が主である｡小脳内側核刺

激による応答にも上記の更新が認められるが,それに寿,'1

2)川口三郎 (京大 ･医)･久保m枕(㍊r<研)･刑)HJl三
樹 (京大 ･理)との非同研究｡
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